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川越キャンパス



川越キャンパス こもれびの道の四季



川越 蔵の街 キャンパスに近い歴史あるまちなみ 授業や研究でしばしば取り上げます



東洋大学 建築学科

■「建築学」とは？

構造、材料、環境、歴史、まちづくり、生産、経済 、計画、デザインなど、幅広

い分野にまたがるのが特徴です。

■建築学科の学びとは？

人や社会に対する関心を持ち、住む人が心地よい空間をつくるために何が

必要かを考え、地域の歴史や文化をも含めた幅広い学びで、芸術的感性と工

学的理性を同時に養います。

そのため、工学だけでなく、人や社会に対する関心や、芸術的・科学的なセ

ンス（生まれつきのものではない）、さらにはマネジメント能力も必要になります。

特に、東洋大学建築学科は、これまで培ってきた自治体、まちづくり組織、専

門家等とのネットワークを活かし、学外の地域社会・専門家との議論やプレゼ

ンテーション、国内外でのフィールドワークによる実践を通じた多様な学びの場

を創出している点が特徴です。
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■建築学科での学び方
多彩な視点からものごとを見渡す力をつける

（１）人・社会・地球環境との関わりの中で、もの・建築・まちをデザインする力

（２）専門知識や技術に基づき、調査分析力・問題解決力・提案力・プレゼンテーション力

（３）第一線の実務者や研究者を招いて交流を通じた、将来の職業意識の向上

（４）実際の建築・まちづくりと協働した演習を通じた、多様な主体とのコミュニケーション能力

■グローバル化への対応
海外で活躍するための心得を日常的に学ぶ

建築分野は、図面をもとにしたコミュニケーションがはかれるため、言葉の壁を乗り越える

ことは比較的容易です。

そのため、最近は就職後の活動場所が 海外となることも多くなっています。一方、建築は、

場所に固定し、1つだけつくられるものですから、立地する場所の気候や風土、経済や社会、

歴史や文化の影響を受け、地域性が強いという側面があります。

本学科には海外で建築実務や研究活動の経験のある専任教員、非常勤講師が多く、日常

の指導の中でグルーバル化と地域性との関わり合いを詳しく扱っています。



■4年間の学び
5つの専門分野でスペシャリストを育成
基礎的科目は共通に学び、学年が進むと、各自が関心を持つ専門分野の

科目を選択することができます。

【５つの専門分野】
①計画・意匠
②構造・材料
③環境・設備
④生産・マネジメント
⑤まちづくり

→各専門分野にも設けられた設計演習により、実践的な提案能力を養います。

また、単に専門分野ごとのスペシャリストの育成を目指すのではなく、
各専門分野が連携した学びの場を提供し、
横断的に見渡す力、専門知識、スキルを身につけます。
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■時代や社会の変化、地域性、生活の多様化な
ど、建築を取り巻くさまざまな状況に対して、幅
広い視点から取り組む設計演習科目も、 5分野
すべてに配置

■一級・二級・木造建築士の受験資格、施工管理
技士、インテリアプランナーなどの資格取得に
対応した専門科目をバランス良く配置



カリキュラムマップ

1年

2年
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■3つのポリシー

【アドミッション・ポリシー】 （入学者に期待されるもの）

【カリキュラム・ポリシー】 （在学者が学ぶもの）

【ディプロマ・ポリシー】 （卒業生が得るもの）
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■アドミッション・ポリシー

⚫ 自立心：学生自身が建築を学ぶテーマや対象を自ら選び、調べ、社会・
地域と関わりながら、作品や論文をまとめ上げる。

⚫ 向学心：過去・現在から学び、未来を思考しながら、新たな知見・技術を
求める。

⚫ 協調心：学内外での活動・グループワークなどで他者の価値観・考えを尊
重しながら自身の考えを主張・行動する。

なぜこれらが期待されるか？
↓
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■カリキュラム・ポリシー

⚫ 4年一貫教育：5分野の専門科目と各分野を横断的につなぐ科目を、
分野や学年のバランスを考慮して配置。

⚫ 総合的な能力：講義に加え演習科目も通して、国際化、社会の変化
に対応した幅広い視点から、建築やまちを企画し、創り、マネジメント
する力を身につける。

⚫ 社会規範と協調性：様々なフィールドワークを体験することで、実
際の現場を知り、専門家、行政、住民と対話し、課題をまとめ上げる。

⚫ プレゼンテーション能力：学内、学外を問わず論文や作品の発表・
講評の機会を多く設け、「伝える力」と「聞く力」を豊かに。

⚫ 資格取得：一級建築士の受験資格はもちろん、施工管理技士、イン
テリアプランナーなどに向けた専門科目を1年次から開講。また、資格
取得に向けたセミナー等を開催。
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授業風景（製図室）
2・3年生は製図室に自分専用の机を持っています。
学生約15人に対して教員1名がつき、個別に指導します。



授業風景（２年生建築設計製図Ⅰ・Ⅱ）
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測量実習では塔の家（1966東孝光）と住吉の長屋（1976安藤忠雄）の実寸平面の墨出し
を行いました。それぞれの建築面積は11㎡と33㎡、構成は6層と2層です。ベッドに横に
なったり、階段を上り下りしたりして広さと狭さを実体験しました。

授業風景（測量実習・選択）
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授業風景（３年生春学期必修）
【建築設計製図Ⅲ】

３生が川越市に実在する3つの敷地を対象に
建築の提案に取り組みました。
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授業風景（３年生秋学期・選択）
～計画・意匠系 【計画設計演習】

2040年を見据えた公民館と学校のデザ

インに取り組んでいる計画設計演習では、
工藤和美教授による学校建築のレク
チャーから小中一貫校の検討が本格的
にスタート
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授業風景（３年生秋学期選択～構造系）
【構造・材料実験】 【木質構造設計演習】

板壁実験風景：中尊寺大長壽院庫裡の耐震改
修課題。研究開発した板壁の適用事例が教材。

中尊寺大長壽院庫裡（改修後）

授業での実験風景



東洋大学 建築学科

音響設計の世界的権威の池田氏から、

音響計画の精緻なエンジニアリングの基本
理論から世界の建築音響の歴史的展開を
最新の実例を交えてご紹介頂きました。

授業風景（環境・設備系）
【音響設計の特別講義】

懇親会では、世界中の様々な建築家
との協働とプロジェクトの話題も
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授業風景（３年生秋学期～まちづくり系）
【まちづくり計画演習】

２０２０東京オリンピック・
パラリンピック選手村の
まちづくり計画提案を行
いました。

オリンピック期間中だけ
でなく、長期的な視点に
立ったサスティナビリティ
（持続可能性）の高い提
案について熱く議論が重
ねられました。

東京都の実際の選手村計画の模型を作成

東京都プラン 学生プラン

学生たちの提案～【福祉先進都市】 【外国人研修支援
特区】【ロボット特区】 【東京カジノプロジェクト】 【地方
のための東京とするためのMICE計画】
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授業風景（３年生秋学期～構法・生産系）
【構法生産設計演習】

瓦屋根工事の実習として、前回学んだ瓦屋根
の納まりについて、詳細図を描いた上で実際
に施工を行います。
まずは職人さんによる安全講習です。



プロパティーマネジメントの演習課題で既存ビ
ルを対象とした、価値向上のための工夫や提
案をおこなう課題に取組みます。既存ビル、周
辺敷地のサーベイを行いました。東洋大OBの
村田さん、下田さんにご協力頂きました
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授業風景（３年生秋学期選択～構法・生産系）
【プロジェクトマネジメント演習】
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地域と連携した取り組み例～東洋大学「毛呂山プロジェクト」
３年生選択「まちづくり計画演習」、４年生選択「総合設計演習」

2017年１月 空き家を活かしたまちづくり提案展（第一団地）
201７年４月 第一団地の空き家・空き店舗の実測調査・図面化
201７年７月 毛呂山版 『空き家』提案バンク展

（第一団地＋農村集落の良好な古民家）
2018年1月 空き家トリアージ研究成果報告会
2018年７月 NPO活動拠点づくりから始まるまちづくり提案

埼玉県で空き家率ワースト１の毛呂山町と連携協定締結
郊外住宅地の持続的更新を目指したプロジェクトを展開

空き家「提案」バンク展の様子

実測の様子
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地域と連携した取り組み例～東洋大学「鶴ヶ島プロジェクト２０１９」
４年生選択「総合設計演習」

■公共施設の保有状況
類似市町村平均：1.67㎡/人
鶴ヶ島市：1.96㎡/人
※公共施設の借地が多い

（借地料だけで年１億の負担）
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国際教育（1-4年）
【タイ・チュラロンコン大学短期留学】



東洋大学 建築学科

国際教育（1-4年）
【バルセロナ建築センター・短期留学プログラム】



東洋大学 建築学科

国際教育（全学共通）
【イタリア・アマトリーチェ復興プロジェクト】



■ディプロマ・ポリシー

⚫ 建築・まちを企画、デザイン、マネジメントするために基礎となる、「計画・

意匠」「まちづくり」「構造・材料」「環境・設備」「生産・マネジメント」に関す

る教養、技能、専門知識を習得していること。

⚫ ひと、社会、地球環境に対して幅広い視点から建築・まちを捉え、自身の

研究論文、建築設計作品などの成果物をまとめ上げる能力、確かなプレ

ゼンテーション能力を身につけていること。

⚫ コミュニケーション能力や倫理観を養い、社会に貢献し、多くの人のため

に尽くす心構えを身につけていること。
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卒業科目

・卒業研究Ⅰ（必修）
最終学年春学期

・卒業研究Ⅱ（必修）
最終学年秋学期

・卒業論文（選択必修）
梗概集に掲載

・卒業設計（選択必修）
作品集に掲載

卒業研究（論文・設計）梗概集
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卒業研究の一例

耐震構造実験

・実験計画

・試験体の作製

・構造実験

・データ整理

・解析
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卒業設計講評会
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19年度卒業設計金賞
齊藤悠太
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学科独自の講演会の取り組み



木匠塾
もくしょうじゅく
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学科独自の
フィールドワーク
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食と音と灯りの融合実行委員会が主催する「小江戸川越ライトアップ」イベントに、
学部3年生を中心に有志で参加した学生が作成した作品が川越一番街鍛冶町広場に
て展示されました。

川越ライトアッププロジェクト

夜は閑散としてしまう一番街商店街ににぎわい
をもたらし、より小江戸川越の新しい魅力を
知ってもらいたいと、川越市・川越商工会議所・
公益社団法人小江戸川越観光協会・株式会社
まちづくり川越と、東洋大学等との大学が連携
して取り組んでいます。

学科独自のフィールドワーク ～学生の自主的活動へのサポート



キャリア形成を意識し多様な資格に対応

建築学科のカリキュラムでは、学生が興味に合わせて知識や技能を取得できるよ

う、多くの選択科目を設けています。同時に、建築・まちづくりに必要な基礎的な

知識・技能を身につける科目を履修していくなかで、無理なく二級建築士の受験資

格を得られるようにカリキュラムを工夫しています。卒業後、さらに2年間の実務

経験を経ることで、一級建築士の受験資格が得られます。

建築士以外にも、インテリアプランナー、福祉住環境コーディネーター、建築施

工管理技士など、各自の進路に合わせて多くの専門資格取得に役立つ科目が用意さ

れています。

3年次には、進路指導を兼ねた個別指導を全員に行っています。また、各学年で

の科目選択や勉強の進め方などへの質問に答える「学修相談会」も積極的に開催し

ています。
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こんな資格がめざせます

一級建築士 二級建築士 木造建築士

建築設備士 建築積算士補 技術士

1・2級建築施工管理技士 1・2級管工事施工管理技士

1・2級土木施工管理技士 1・2級電気工事施工管理技士

建築機械施工技士

インテリアプランナー インテリアコーディネーター

マンション管理士 宅地建物取引主任者

福祉住環境コーディネーター

高等学校教諭一種（工業）

※ その他

実際の仕事において役立つ「VE（価値工学）リーダー」や「建築積

算士補」など、建築士以外の資格試験に対応した授業を各コースの

専門演習科目も取り入れています。
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2020年度の試験から 建築士試験の受験資格が変わりました。

所定の単位を習得して当学科を卒業すると、その年に受験できます。

試験合格+所定の実務経験をもって、建築士の免許登録となります。



卒業後の主な進路・就職先

■設 計 ： 設計事務所、ゼネコン・ハウスメーカー等の設計職、

設備設計、構造設計、インテリアデザイン等

■施 工 ： 総合建設業（ゼネコン）、工務店、建築設備業、

専門工事業等

■住宅産業 ： ハウスメーカー、リフォーム会社、設備会社

家具・インテリア会社等

■建材・設備機器の製造・開発

： 建材メーカー、設備機器メーカー、商社等

■建物管理業 ： ビル管理・マンション管理・設備維持管理会社等

■コンサルタント ： 都市計画コンサルタント会社等

■不動産開発 ： デベロッパー、リース・レンタル、不動産会社等

■行政・研究 ： 国家公務員、地方公務員、研究所、

民間の建築確認検査確認機関等

■その他 ： 飲食・金融・銀行等

■大学院進学

東洋大学 建築学科



同窓会と連携して合同業界研究セミナーを開催

学科創設以来50年を越える卒業生が集まる建築学科同窓会「泉会」が、全面的に

在学生の就職活動をバックアップします。毎年、就職活動の開始とともに、泉会と

建築学科が共催して、建築学科独自の「合同業界研究セミナー」を行っています。

「合同業界研究セミナー」は、建築学科に関連した会社が参加するので、効率的な

就職活動を行うことができます。泉会ではほかにも、希望者に対して個別の就職相

談を行っています。

※以下は、2019年度実施の合同業界研究セミナーの告知です。

東洋大学 建築学科





大学院 建築学専攻の紹介

• 所定の単位を修得すれば、一級建築士の実務認定（意匠系は
1年or2年、構造系・設備系は1年）を獲得できます。

• 学位：修士（工学）

• 学部卒の場合、研究室に所属して、その専門的な知識・技術を
習得する時間は、実質1年程度になるが、大学院進学の場合、
3年となり、より専門的な知識・技術を習得できます。

• 諸外国の永住権や就労ビザの条件として、修士以上が明記さ
れている場合もあり、修士号（工学）は、国際的には資格的な
役割を担っている面もあります。

理系的な基礎を持つ学士→「専門性を持つ」修士へステップアップ！



東洋大学建築学科ソーシャルデザインスタジオ

「鶴ケ島・未来との対話プロジェクト2013」

～環境教育施設「ｅコラボつるがしま」～

• 東洋大学大学院の特別設計演習の一環として、大学院生と地域
住民が意見交換を重ねて設計

• 用途：環境教育施設・災害時に避難所の拠点

大学院の活動紹介①

東洋大学ソーシャルデザインスタジオにて設計を行った
「鶴ヶ島太陽光発電所環境教育施設(eコラボつるがしま)」
が「2015年度グッドデザイン賞」を「公共用の建築・施設」
部門で受賞！



東洋大学理工学部建築学科は

21世紀の建築とまちをつくり、

日本、世界を支える学生のために、

様々なカリキュラム、活動、

学習・研究環境を用意して待っています。

東洋大学 建築学科



普段の授業や
イベントの様子は
twitterで

発信しています。
フォローして
ください。

↓
twitter.com
/toyo_arch

東洋大学 建築学科


